
第173回日本消化器内視鏡学会東北支部例会

ランチョンセミナー1

2025年2月7日(金) 12:00～12:50

仙台国際センター会議棟2階 第1会場「橘」
〒980-0856仙台市青葉区青葉山無番地

志賀 永嗣 先生
東北大学病院 消化器内科 病院講師

『 潰瘍性大腸炎診療のUp-to-Date 』

共催：第173回日本消化器内視鏡学会東北支部例会/ヤンセンファーマ株式会社

司 会

日時  

会場  

シンポニー皮下注50mgシリンジ,シンポニー皮下注50mgオートインジェクター
【効能又は効果】中等症から重症の潰瘍性大腸炎の改善及び維持療法
（既存治療で効果不十分な場合に限る）
【用法及び用量】〈潰瘍性大腸炎〉通常、成人にはゴリムマブ（遺伝子組換え）
として初回投与時に200mg、初回投与2週後に100mgを皮下注射する。
初回投与6週目以降は100mgを4週に1回、皮下注射する。

Johnson＆Johnson Innovative Medicine

八木 周 先生
山形大学医学部附属病院 光学診療部 助教

演 者

※共催セミナー整理券の配布はございません
※学会参加方法：第173回日本消化器内視鏡学会東北支部例会
ホームページをご参照ください
https://www.tohoku-kyoritz.jp/173jges-tohoku/

Program

https://www.tohoku-kyoritz.jp/173jges-tohoku/
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